
問　題 正　　　答 配　点 採 点 上 の 注 意

1

No. 1 Ｂ ２

２８

No. ２ Ｄ ２
No. 3 Ｄ ２
No. 4 Ｃ ２
No. 5 Ａ ２

No. 6
⑴ Ａ 3
⑵ Ｃ 3
⑶ Ｂ 3

No. 7

⑴ She （ got it last weekend ）. 3

内容に応じて部
分点を認める。

⑵ They had to move out because of （ her 
father’s job ）. 3

⑶ It’s a watch her （ grandfather bought 
her ）. 3

２

問 1 The gyoza I ate there were very 〔 different 
from the ones I make 〕 at home. 4

３２

問 ２ （例） 新しい種類の公共交通機関について調
べること。 4 内容に応じて部

分点を認める。

問 3 （例） Because it made less noise. 4 （注）ⅰの採点上
の注意による。

問 4 ア 3

問 5

（例） In the future ,  when sel f -dr iving 
technology is fully developed, drivers or 
staff members （ will not be needed ） on 
the bus.

4 （注）ⅱの採点上
の注意による。

問 6 エ 3

問 7
⑴  ウ 3
⑵  イ 3

問 8 （例） I wish （ I could take ） the Linear Chuo 
Shinkansen right now. 4 （注）ⅰの採点上

の注意による。

3

問 1
①  カ 3

３０

②  ウ 3
③  イ 3

問 ２ The makers 〔 want you to take them home 
and 〕 use them there, too. 4

問 3
A is 3
B supporting 3

問 4 （例） They started to plant trees. 4 （注）ⅰの採点上
の注意による。

問 5   （例） be used 3
問 6 ア，オ 4

問　題 正　　　答 配　点 採 点 上 の 注 意

4

（例）
Yes, I do.  Some used items are almost the 

same quality and not as expensive as new 
ones.  So, we can save a lot of money.  Also, 
throwing used things away is not good for the 
environment.  Buying used things can be one 
way to save the environment. （４８語）

１０

（注）ⅲの採点上
の注意による。

４０語に満たな
い場合も，採点の
対象とする。

配　　点　　合　　計 １００

※採点に際しては，「採点上の注意」とともに，問題や放送台本を十分に検討する。

（注）
ⅰ　「２の問３，問８，３の問４」の採点上の注意

英語の大文字，小文字，綴り字の誤り等は，原則として，１か所につき１点を減ずる。文の
構造に関する誤り等は，その程度に応じて，１～２点を減ずる。

ⅱ　「２の問５」の採点上の注意 
英語の大文字，小文字，綴り字の誤り等は，原則として，１か所につき１点を減ずる。

ⅲ　「４」の採点上の注意
次の「観点」と「基準」に基づき，細部の採点基準を作成して採点する。

観　　　点 基　　　準

問題への正対 指示に従って書かれた文
章であるか。

問われている内容について書かれ
ていない，指示に従っていない，４０
語に満たない等の場合は，その程度
に応じて，１～１０点を減ずる。

適切な表現
（内容・構成）

内容を整理した上で，文
のつながりや構成を考えた
文章であるか。

文章全体に一貫性がない，同じ内
容の文を無用に繰り返している等，
文のつながりや構成が不適切な場合
は，その程度に応じて，１～５点を
減ずる。

正確な表現
（文法・綴り字等）

書こうとしていることが
読み手に正確に伝わる文章
であるか。

語順，時制，綴り字の誤り等のた
め，内容の理解に支障をきたす場合
は，その程度に応じて，１～５点を
減ずる。
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ⅳ　英語リスニングテストを中止した場合の配点

次の（ⅰ）の各問の配点をそれぞれ４点，（ⅱ）の各問の配点をそれぞれ６点，（ⅲ）の配点を
１２点とし，合計１００点とする。

（ⅰ）　      ２ の問 4，問 6，問 7 ⑴，⑵  
3 の問 1 ①～③，問 3 Ａ，Ｂ，問 5

（ⅱ）　    ２ の問 1，問 ２，問 3，問 5，問 8　   　    3 の問 ２，問 4，問 6
（ⅲ）　    4

なお，次の「観点」と「基準」に基づき，細部の採点基準を作成して採点する。

観　　　点 基　　　準

問題への正対 指示に従って書かれ
た文章であるか。

問われている内容について書か
れていない，指示に従っていない，
４０語に満たない等の場合は，そ
の程度に応じて，１～１２点を減
ずる。

適切な表現
（内容・構成）

内容を整理した上
で，文のつながりや構
成を考えた文章である
か。

文章全体に一貫性がない，同じ
内容の文を無用に繰り返している
等，文のつながりや構成が不適切 
な場合は，その程度に応じて， 
１～６点を減ずる。

正確な表現
（文法・綴り字等）

書こうとしているこ
とが読み手に正確に伝
わる文章であるか。

語順，時制，綴り字の誤り等の
ため，内容の理解に支障をきたす 
場 合 は， そ の 程 度 に 応 じ て， 
１～６点を減ずる。


